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1. 原価計算表を埋めて製造指図書別原価を計算し、仕掛品勘定と製品勘定を作成しなさい。なお、使用する勘定科目は、

材料、賃金、経費、製造間接費、仕掛品、製品、売上原価とする。 

〔資料〕 

(1) 当月の生産状況（すべて当月に作業を開始した） 

 

 

 

(2) 当月の製造原価 

① 直接材料費 実際価格  1,000 円／kg 

実際消費量 №101（200kg） №201（80kg） №301（300kg） 

② 直接労務費 実際賃率  900 円／時間 

実際作業時間 №101（100 時間） №201（80 時間） №301（220 時間） 

③ 製造間接費 実際発生額 間接材料費 100,000 円 

間接労務費 175,000 円 

間接経費  125,000 円 

   計  400,000 円 

なお、製造間接費は実際作業時間を基準に配賦する。 
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2. 次の資料に基づき、バッグの完成品総合原価と完成品単位原価を計算しなさい。 

10 月にバッグ 2,000 個を作り始め、すべて完成した。なお、10 月の製造費用は次のとおりである。 

 

材 料 費  ￥4,000,000 

加 工 費  ￥6,000,000 

合 計  ￥10,000,000 

 

完 成 品 総 合 原 価 円 

完 成 品 単 位 原 価 円 

 

3. 次の資料に基づき、バッグの完成品総合原価と完成品単位原価、月末仕掛品原価を計算しなさい。 

10 月にバッグ 2,000 個を作り始め、そのうち 1,800 個が完成した。月末仕掛品は 200 個で 80％まで加工が進ん

でいる。 

 

材 料 費  ￥3,400,000 

加 工 費  ￥3,528,000 

合 計  ￥6,928,000 

 

完 成 品 総 合 原 価 円 

完 成 品 単 位 原 価 円 

月 末 仕 掛 品 原 価 円 

 

 


